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とを法的に整理し、主張としてまとめ、
その主張を裏づける証拠を裁判所に提出
する。
　一方、薬剤師は「薬物療法のプロフェ
ッショナル」だが、どのような薬物療法
を選択するかを決めるのは医師。薬剤師
は、起こりうる薬の相互作用や副作用な
どを整理し、エビデンスにもとづいた薬
物療法を医師に提案する。裁判において
弁護士が果たす役割を、薬物療法では薬
剤師が果たしていると言えそうだ。やは
り薬剤師は魅力的な職業である。

◆　◆　◆　◆　◆

　問題は、その魅力を十分に発揮できて
いない薬剤師が多く、職業としての魅力
が社会に伝わっていないことにあるので
はないだろうか。それに対して医師は、
患者のために尽くしている姿がイメージ
しやすく、志の高い受験生を惹きつけら
れる――。こうした違いが、医学部との
偏差値の差を生んでしまったのではない
かと考えている。薬剤師の将来の発展の
ためにも、今、現場の薬剤師は受験生が
憧れるような仕事をしなければならない
だろう。
　今号より『ターンアップ』を大幅にリ
ニューアルした。本誌は「薬剤師の新た
な可能性を拓く応援マガジン」である。
薬剤師の新たな可能性と魅力を世に広め
るべく、微力ながら邁進する所存だ。

山中 修『ターンアップ』編集長
（株式会社ファーマシィ代表取締役社長）

薬剤師の魅力を自分たちで示せ

　2003年から各地で薬学部の数が増え
始め、2006年に薬学教育が６年制に移
行して以来、医学部と薬学部の大学入試
における偏差値の差が顕著になってい
る。職業としての安定性、比較的恵まれ
た収入という面から見れば、薬剤師の仕
事も十分魅力があり、もっと受験生が集
まってきてもおかしくないはずだ。にも
かかわらず、医学部と薬学部でここまで
差がついてしまったのはなぜなのだろう
か。その理由を私なりに考えてみた。

◆　◆　◆　◆　◆

 「最終的に処方を判断するのは医師であ
るが、薬剤師は薬物療法のプロフェッシ
ョナルである。ゆえに薬剤師は薬物療法
については、医師より詳しくなければな
らない。医師と対等に話すことができて
こそ、薬剤師の本来あるべき職能が発揮
される」
　今号の巻頭特集『スポットライト』に
ご登場いただいた前・大阪薬科大学学長
の政田幹夫氏の言葉だ。「薬物療法のプ
ロフェッショナル」。薬剤師とは、なん
とやり甲斐のある職業であろうか。
　私は、弁護士を生業にしていた時期が
あるが、考えてみれば、弁護士と薬剤師
はよく似ている。弁護士は「法律のプロ
フェッショナル」だが、裁判において最
終的に判断（判決）をくだすのは裁判官
である。弁護士は、当事者が言いたいこvol.15
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療
法
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真
っ
先
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
薬

剤
師
が
病
棟
で
行
う
業
務
に
保
険
点
数
が
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
の
お
か
げ
だ
っ

た
の
だ
。

　

そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
１
年

か
ら
政
田
氏
が
四
半
世
紀
近
く
を
す
ご
し
た

福
井
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
、

福
井
医
科
大
学
病
院
。
現
・
福
井
大
学
医
学

部
附
属
病
院
）
で
あ
る
。
彼
は
、
薬
剤
部
長

と
し
て
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
、
当
時
、
先
進

的
な
診
療
報
酬
で
あ
っ
た
『
入
院
調
剤
技
術

基
本
料
』
の
算
定
に
か
か
る
業
務
（
い
わ
ゆ

る
１
０
０
点
業
務
）
を
行
い
た
い
と
病
院
長

に
進
言
し
た
。

「
と
こ
ろ
が
、
病
院
長
か
ら
は
、
次
の
よ
う

な
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
一
蹴
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
『
私
は
、
35
年
間
病
院
で
働
い
て
い
ま
す

が
、
薬
剤
師
の
先
生
か
ら
薬
の
話
を
聞
い
た

記
憶
が
な
い
。
大
学
病
院
の
医
師
が
持
っ
て

い
る
薬
の
知
識
は
、
自
分
の
専
門
に
関
係
す

る
せ
い
ぜ
い
20
〜
30
の
薬
剤
に
つ
い
て
。
ゆ

え
に
、
そ
れ
以
外
の
薬
剤
に
関
し
て
は
、
薬

剤
師
の
先
生
が
医
師
に
し
っ
か
り
と
教
え
る

べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

　

入
院
患
者
に
服
薬
指
導
を
す
る
前
に
薬
物

療
法
に
つ
い
て
医
師
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
医
師
と
話
が
で
き

な
い
薬
剤
師
が
、
患
者
さ
ん
と
話
す
こ
と
は

認
め
ま
せ
ん
』
。

　

厳
し
い
言
葉
で
し
た
が
、
主
張
は
正
論
で

薬
物
療
法
に
関
し
て
医
師
と
対
等
以
上
に
議

論
で
き
る
薬
剤
師
の
育
成
が
急
務
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
政
田
氏
は
、
薬
剤
師
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
医
薬
品
情
報
室
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ
室
な
ど

を
整
備
す
る
一
方
で
、
薬
剤
部
員
に
猛
勉
強

を
課
し
、
ま
ず
は
、
数
科
の
診
療
科
に
２
〜

３
名
の
薬
剤
師
を
割
り
当
て
、
回
診
へ
の
同

行
や
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
参
加
を
義
務
づ

け
た
。

　

や
が
て
薬
剤
師
た
ち
は
、
回
診
の
場
や
症

例
検
討
会
な
ど
で
、
医
薬
品
適
正
使
用
の
た

め
の
情
報
提
供
や
、
医
師
と
薬
物
療
法
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
で
き
る
ま
で
に
成
長
。
す

る
と
自
然
に
、
医
師
と
薬
剤
師
と
の
間
に
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
薬
剤
師
が
病
棟
で
医

師
や
看
護
師
と
協
働
す
る
の
が
日
常
に
な
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
同
院
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、

や
が
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０

１
０
年
、『
医
薬
品
安
全
性
情
報
等
管
理
体

制
加
算
』
、
当
時
、
厚
生
労
働
省
参
事
官
だ

っ
た
磯
部
総
一
郎
氏
い
わ
く
別
名
『
福
井
大

学
方
式
政
田
加
算
』
と
政
田
氏
の
名
前
を
冠

す
る
加
算
が
新
設
さ
れ
、
わ
ず
か
２
年
後
の

２
０
１
２
年
に
は
『
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加

算
』
へ
と
発
展
し
た
の
だ
。

　

た
だ
者
で
は
な
い
―
―
。
前
・
大
阪
薬
科

大
学
（
現
・
大
阪
医
科
薬
科
大
学
）
学
長
で

あ
る
政
田
幹
夫
氏
は
、
取
材
前
の
予
想
を
裏

切
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上

ま
わ
っ
て
い
た
。

　

薬
剤
師
の
立
場
か
ら
医
療
に
貢
献
し
つ
づ

け
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
薬
剤
師
の
職
能
を
向

上
さ
せ
る
べ
く
奮
闘
し
な
が
ら
地
位
ア
ッ
プ

に
尽
力
し
、
薬
学
教
育
に
も
確
か
な
痕
跡
を

残
し
て
き
た
半
生
は
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

そ
の
も
の
。

　

そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
に
、
取
材
陣
は
驚
き
を
禁
じ
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
彼
の
数
あ

る
功
績
の
中
で
、
い
っ
た
い
何
を
紹
介
す
べ

き
か
は
大
い
に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
病
院
薬
剤
師
の
歴
史
を
大
き
く
動
か
し

た
『
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
』
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
る
と
政
田
氏
に
行
き
着
く
こ
と
は
、

取
材
陣
の
予
想
を

裏
切
ら
な
い
ど
こ
ろ
か

は
る
か
に
上
ま
わ
る

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算

ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と

政
田
氏
に
行
き
着
く

医
師
の
信
頼
を
獲
得
し

病
棟
で
医
師
や
看
護
師
と

協
働
す
る
こ
と
が
日
常
に

スポットライトポポポポポポポ トトットットットットットットットットットットララララララララララララララ
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学
会
発
表
な
ど
で
も
有
効
性
が
示
さ
れ
た
た

め
、
２
０
１
７
年
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
病
院
や
診

療
所
が
患
者
の
検
査
値
な
ど
の
情
報
を
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
か
ら
の
情
報
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
る
医
療
機
関
の
窓
口
を
明
確

に
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
診
療
報
酬
で
評
価

（
点
数
化
）
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。
だ
が
、
医
師
た
ち
か
ら
は
猛
反

発
を
受
け
る
。

「
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
ま
す
。
医
師
の
委
員

か
ら
『
薬
剤
師
が
検
査
値
を
も
と
に
何
を
判

断
す
る
の
か
？
』
、『
医
師
と
薬
剤
師
は
患
者

の
検
査
値
の
や
り
取
り
を
す
る
状
況
に
は
な

い
』
と
断
言
さ
れ
ま
し
た
」

　

た
だ
、
薬
局
が
処
方
せ
ん
と
薬
剤
を
単
に

交
換
す
る
場
だ
と
見
な
さ
れ
て
も
い
た
し
か

た
な
か
っ
た
の
も
事
実
。
政
田
氏
は
「
い
つ

か
き
っ
と
」
と
、
そ
の
場
で
は
悔
し
さ
を
飲

み
込
ん
だ
そ
う
だ
。

「
医
薬
品
と
い
う
〝
も
の
〞
の
情
報
と
、
そ

れ
を
服
用
す
る
患
者
さ
ん
の
状
態
や
病
態
と

い
う
〝
人
〞
の
情
報
が
合
わ
さ
っ
た
と
き
、

初
め
て
医
薬
品
適
正
使
用
を
実
践
で
き
る
情

報
と
な
る
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
お
い
て
有
用

な
情
報
形
成
に
は
病
薬
連
携
が
必
須
。
薬
局

薬
剤
師
の
皆
さ
ん
に
は
、
医
療
機
関
と
の
有

意
義
な
連
携
関
係
の
構
築
に
向
け
て
が
ん
ば

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
」

　

で
は
、「
薬
局
薬
剤
師
は
具
体
的
に
ど
う

が
ん
ば
れ
ば
？
」
と
問
う
と
、
即
座
に
「
薬

物
療
法
に
関
し
て
、
医
師
と
対
等
以
上
に
議

論
が
で
き
る
よ
う
勉
強
す
る
こ
と
が
肝
心
で

す
」
と
返
っ
て
き
た
。「
薬
剤
師
は
医
師
と

議
論
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
は
、
こ

れ
ま
で
政
田
氏
の
口
か
ら
何
度
と
な
く
発
せ

ら
れ
た
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　

も
ち
ろ
ん
政
田
氏
は
そ
の
よ
う
な
力
量
を

持
つ
薬
剤
師
の
育
成
を
人
任
せ
に
は
せ
ず
、

２
０
１
５
年
、
福
井
大
学
か
ら
大
阪
薬
科
大

学
に
学
長
と
し
て
赴
任
す
る
と
、
充
実
し
た

　

実
は
、
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
こ
れ
と

は
別
に
診
療
報
酬
の
新
た
な
加
算
に
認
め
ら

れ
る
一
歩
手
前
ま
で
い
っ
た
政
田
氏
の
挑
戦

が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
く
。

　

福
井
医
科
大
学
病
院
で
２
０
１
１
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
、
院
外
処
方
せ
ん
に
最
新
の

検
査
値
を
印
字
、
病
院
と
薬
局
が
連
携
し
て

患
者
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
患
者
の
た

め
の
対
人
業
務
に
役
立
て
て
も
ら
う
と
の
取

り
組
み
が
そ
れ
だ
。

　

徐
々
に
そ
れ
は
全
国
で
認
知
度
を
高
め
、

院
外
処
方
せ
ん
に
最
新
の

検
査
値
印
字
の
試
み
も

福
井
医
科
大
学
病
院
が
初
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 福井大学医学部名誉教授
2021年 大阪薬科大学名誉教授
 大阪医科薬科大学招聘教授

医
師
と
議
論
が
で
き
る

人
材
育
成
に
向
け

矢
継
ぎ
早
に
施
策
を
打
つ
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スポットライトポポポポポポポ トトットットットットットットットットットットララララララララララララララ

て
実
務
実
習
の
期
間
が
長
く
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
で
き
る
体
制
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

本
学
で
は
２
０
１
８
年
度
よ
り
、
法
人
合

併
を
し
た
大
阪
医
科
大
学
の
医
学
部
、
看
護

学
部
と
の
合
同
講
義
を
１
年
次
か
ら
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
、
多
職
種
か
ら
刺
激
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
医
療
人
マ
イ
ン
ド
が
育

ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
（【
資

料
２
】）」

　

２
０
２
０
年
、Ｉ
Ｐ
Ｅ（Inter Professional 

Education

：
多
職
種
連
携
教
育
）
の
一
環
と

し
て
、
や
は
り
大
阪
医
科
大
学
と
協
力
関
係

を
結
び
、
念
願
の
臨
床
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

経
験
で
き
る
授
業
も
開
始
さ
せ
た
。

「
医
学
部
や
看
護
学
部
、
薬
学
部
の
学
生
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
を
診
る
経

験
は
、
将
来
、
臨
床
現
場
に
出
て
か
ら
大
い

に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

　

モ
デ
ル
患
者
で
は
な
く
、
刻
一
刻
と
病
状

が
変
わ
っ
て
い
く
患
者
さ
ん
を
相
手
に
、
多

職
種
と
連
携
し
な
が
ら
自
ら
が
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
る
中
で
、
薬
剤
師
は
薬
物
療
法
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
究
極
の
結
論
に
突
き
当
た
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

政
田
氏
は
、
今
年
３
月
を
も
っ
て
学
長
職

か
ら
退
い
た
が
、
行
政
の
諮
問
委
員
会
な
ど

に
籍
を
置
き
、
引
き
つ
づ
き
薬
学
教
育
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
く
と
い
う
。
彼
な
ら
ば
、
ま

だ
混
と
ん
と
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
薬
学

教
育
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
定
め
て
く
れ
る

に
違
い
な
い
。

　

薬
剤
師
に
光
を
。
そ
う
願
っ
て
『
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
』
と
名
づ
け
た
本
コ
ー
ナ
ー
で
あ

る
。
そ
の
第
１
回
を
、
た
だ
者
で
は
な
い
政

田
氏
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
、
最
高
の
ス
タ
ー

ト
を
切
れ
た
。

基
礎
・
臨
床
教
育
薬
学
体
制
の
構
築
に
向
け

矢
継
ぎ
早
に
施
策
を
推
し
進
め
た
。

「
２
０
１
６
年
度
に
は
、
医
療
現
場
で
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
基
礎
力
を
担
う
た
め
の
教
育
論
研
究

を
行
う
『
薬
学
教
育
セ
ン
タ
ー
』
と
、
専
門

職
連
携
教
育
を
と
り
入
れ
、
臨
床
現
場
で
求

め
ら
れ
る
実
践
力
を
培
う
臨
床
教
育
や
ア
ド

バ
ン
ス
実
習
を
行
う
『
臨
床
薬
学
教
育
セ
ン

タ
ー
』
を
新
設
。

　

さ
ら
に
翌
年
度
、
卒
業
後
の
自
己
研
鑽
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
養
成
す
る
『
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
』

を
つ
く
り
ま
し
た
（【
資
料
１
】）」

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
多

職
種
と
の
接
点
を
持
つ
機
会
の
創
出
だ
。

「
医
学
・
看
護
教
育
に
は
あ
っ
て
、
薬
学
教

育
に
決
定
的
に
欠
落
し
て
い
る
も
の
―
―
。

そ
れ
は
、
人
の
命
に
か
か
わ
る
仕
事
で
あ
る

と
の
意
識
づ
け
、
言
い
換
え
れ
ば
医
療
人
マ

イ
ン
ド
の
醸
成
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
医
学
部
の
学
生
は
、
臨
床
実

習
で
、
治
療
困
難
な
患
者
さ
ん
や
亡
く
な
っ

て
い
く
患
者
さ
ん
を
目
前
に
し
、
そ
う
し
た

切
実
な
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
ま
す
。
け
れ
ど

も
残
念
な
が
ら
、
薬
学
部
は
６
年
制
に
な
っ

【資料１】充実した基礎・臨床教育薬学体制の構築

出典：政田氏提供資料

【資料２】大阪薬科大学における教育体制の
　　　　 段階的整備状況

出典：政田氏提供資料

医
学・看
護
教
育
に
あ
っ
て

薬
学
教
育
に
な
い
も
の
は

医
療
人
マ
イ
ン
ド
の
醸
成

生涯学習センター（2017年度新設）

・早期からの継続的な臨床体験
・基礎と臨床の知識統合

薬学教育研究センター
（2016年度新設）

医療人
マインド

多職種連携論１ 医療と
専門職

多職種連携論2 医療
倫理

多職種連携論3

医療
安全

多職種連携論4臨床カン
ファレンス
・母性・精神
・慢性期・急性期

高知県
多職種連携
地域医療
実習

地域での連携を考える多職種連携教育
大阪で実施できる体制の構築

薬学：１年次
（2018年度から）

薬学：2年次
（2019年度から）

薬学：3年次
（2021年度から）

薬学：5年次
（2020年度から）

薬学：5・6年次
（2016年度から）

薬学：5・6年次
（2016年度から）

臨床薬学教育研究センター
（2016年度新設）

卒業後の自己研鑽を強力にサポート
プロフェッショナリズム養成

医療現場で生じるさまざ
まな課題に対し、柔軟に
対応できる基礎力を培う
教育論研究

専門職連携教育をとり
入れ、臨床現場で求め
られる実践力を培う臨床
教育、アドバンス実習

６年制薬学教育
総合・基礎・専門
臨床・IPE・統合
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　京都が出身地の政田幹夫氏は、あるエッセイで自ら
を「祇園祭と京都の街をこよなく愛する者である」と
紹介している。
 「祇園祭では小学１年生から31歳まで山鉾に乗り、
小学生のときは鐘を叩き、中学生以降は笛を吹いてい
ました」
　９世紀から始まったという長い歴史を持つだけあっ
て、祇園祭にはいろいろな名物がある。そのひとつと
して政田氏が挙げてくれたのが「ちまき」だ。
 「今では、祇園祭の期間中、会所などで手に入れるの
が通常ですが、昔はそれほど観衆が多くなかったの
で、山鉾の上から投げて配っていました。それが、ま
た、楽しくてね――。
　祇園祭のちまきは家の前や玄関などに飾られます。
ちまきは神聖なもので、厄除けのご利益があるとされ
ているのです」

❖
　ちまきと聞くと、もち米やうるち米からつくった餅
を茅や笹などの葉で包んだ食べものを連想するかもし
れない。しかし、祇園祭のちまきは、政田氏の解説ど
おり厄除けの品であるため、葉の中には餅が入ってい

ないという。では、なぜ、ちまきが厄除けになったの
だろうか。
　実は、祇園祭のちまきは、八坂神社の祭神である牛
頭天王の説話に由来する。
　牛頭天王が旅に出た際、蘇民将来という男の家に一
夜の宿を求めたところ、蘇民は貧しかったが、それで
も牛頭天王を手厚くもてなした。牛頭天王は、その心
遣いに喜び、お礼として「お前の子孫は末代まで私が
守ってやろう。目印として腰に茅の輪をつけていなさ
い」と言い残して去っていった。蘇民が、その言葉に
したがって茅の輪を腰につけていたところ、疫病が流
行っても生き残れ、子々孫々まで繁栄したそうだ。こ
のとき蘇民が身につけていた茅の輪は「茅」を束ねて
「巻」いたものだったので「茅巻（ちまき）」と呼ばれ
るようになり、いつしか同じ発音の「粽（ちまき）」が
厄除けとされるようになったというわけだ。

❖
　京都では、あちこちの民家の玄関にちまきが飾られ
ているらしいが、今までまったく気づかなかった。せ
っかく政田氏に教えていただいたので、次に京都を訪
れた際には気をつけて眺めてみたい。

祇園祭のちまき

祇園祭祇園祭祇園祭祇園祭祇園祭祇園祭園祭祭園園園祭祭園園園祭の山鉾の山鉾の山鉾の山鉾の山鉾の山鉾鉾 厄除け厄除除厄除け厄除け厄除け厄除け除除厄 けけにに用いに用いに用いに用いにに用いに用いにに用 られるられるられられられるられるられるれれれるられれ ちまきちまきちまきちまきまきちまききききち

スポットライト

こぼれ話
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yellエール
―薬剤師の幸せな人生を願って―

鍋島 俊隆
NPO法人医薬品適正使用推進機構理事長／藤田医科大学客員教授／
名古屋大学名誉教授／Al.I. Cuza 大学（ルーマニア）名誉教授

〈参考文献〉［１］Schipper：J Clin Oncol 2, 472（1984）／［２］辻美江ら：精神科病棟における薬剤師の役割：患者のQOL改善と薬剤費削減からのアプローチ. 医療薬学, 31, 787-793（2005）／［３］高瀬義昌ら：地域包括ケアにおける医薬品適正使用に関する研究：高齢者において
処方薬の削減によりQOLが上昇した事例（症例報告）. 老年精神医学雑誌, 25, 1388-1393（2014）／［４］山本雅人ら：気管支喘息患者における定量噴霧式吸入器（MDI）の使用上の問題点に対する患者指導の有用性. 呼吸, 14, 189-194（1995）／［５］山田真之亮ら：外来喘息教室にお
ける吸入指導後の症状・アドヒアランス及び患者満足度の評価. 薬学雑誌, 131, 1629-1638（2011）／［６］高木恵子ら：統合失調症患者における精神症状・病識・アドヒアランスの関連性について. 臨床精神薬理, 11, 1491-1498（2008）／［７］Masand PS：Clin Ther, 25: 2289-304（2003）

の薬識は？、などのデータを収集すれば良い。そして、も

しアドヒアランスが低下していたならば、その因子として

は、①患者側の要因：薬に対する嫌悪感や偏見、病識の欠

如、症状軽快感の不足、ソーシャルサポートの不足、医療

費、②薬の要因：副作用、効果が乏しい、効果発現が遅

い、③治療者側の要因：コミュニケーション不足、不適切

な薬物療法、などが考えられる［７］ため、服薬管理、服用

時間、剤形が患者のライフスタイルに合っているか、副作

用へ対応できるように服薬指導しているかどうかなどを検

討すべきであろう。薬剤師が患者に薬物療法に対する正し

い理解を促すことによってアドヒアランスが向上すれば、

再発、再燃、再入院が減り、QOLも向上するはずだ。実

際、喘息患者において薬剤師の服薬指導の前後では、自覚

症状、ピークフロー値、アドヒアランスが改善されたとの

調査結果も出ている。

　薬剤師の皆さんには、自らの言動が患者のQOLを左右

することを自覚して業務にあたっていただきたい。

第 3 回

薬剤師は患者の
QOL向上に貢献できる
　我々薬剤師は、「薬物療法の質と安全性を確保し、患者

のQOLを向上させるために」何ができるかを考えなければ

ならない。QOLは「人間らしく生きるための生活の質」と

定義でき、①社会との交流をどれだけ保っているか、②仕

事がどれだけできるか、③身体的な不快さがどれだけある

か、④心の中に持つ問題がどれだけ大きいか、の４つの要

素から構成される［１］。薬物療法による薬効、副作用や医

療費などは、これらの要素に影響を与えるので、薬剤師は

患者のQOLの向上に大いに貢献できる。

　たとえば、①処方変更によるエビデンス：重複投与や多

剤投与回避による医療費抑制の効果[２、３]、処方薬や剤形の

変更による薬効や副作用及びQOLの変化[２、３]など、②服薬

指導前後の病状の変化：喘息吸入指導前後のピークフロー

値や救急外来訪問回数の変化、糖尿病や高血圧など生活習

慣病の生活指導後の血糖値や血圧の変化など、③過去の処

方せんを利用した多剤投与動向や抗ヒスタミン薬処方の年

次変化、麻薬の処方率、ジェネリ

ックへの移行率、新薬への移行率

など、④服薬指導前後の患者の薬

に対する理解度や薬効、副作用、

満足度の変化などのデータは、ア

ンケートで得られるため、どこで

も誰でも調査可能で、その結果か

ら患者のQOLをどう向上させるこ

とができるか考えられる。

　具体的には、医薬品の有効性を

最大にしようとする場合には、①

処方は適切か：薬剤の選択や用量、

投与時間など、②服用の手技を習

得できているか [４、５]、③投与時間

はライフサイクルに合っているか、

④アドヒアランスは？[５、６]、⑤患者
出典：参考文献［５］

【資料】喘息に対する薬剤師の介入の事例

Profile
なべしま・としたか

1973年大阪大学大学院薬学研究科博士課程単位取得退学。名古屋大学大学院
医学系研究科教授、同大学医学部附属病院薬剤部部長（併任）、名城大学大学
院薬学研究科教授、名城大学比較認知科学研究所所長（併任）などを経て、現職

服薬指導前

服薬指導前 服薬指導後

服薬指導前

服薬指導前 服薬指導前

服薬指導後 服薬指導後

服薬指導後 服薬指導後
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VOICE
編集長対談

小児の薬物療法において
「薬学的予測力」を活かし
子どもたちを支えよ。

医療の主流が成人医療である我が国では、医療的ケア児の支援体制が不十分だったり、
小児適応の薬剤が非常に少ないといった小児の薬物療法における障害が非常に多い。

国立成育医療研究センターの薬剤部長を務めるなど、長らく小児医療にたずさわってきた石川洋一氏に
そのような小児の薬物療法を改善するために薬剤師が果たすべき役割などについて語ってもらった。

石川 洋一
明治薬科大学薬学部

薬学教育研究センター臨床薬学部門
小児医薬品評価学研究室教授
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石
川　

私
は
、
地
域
の
薬
局
薬
剤
師
が
適
切
な
サ
ポ

ー
ト
役
を
務
め
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
状
況
を
大
き

く
改
善
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
治
療
は
薬
物
療
法
が
中
心
。
そ

れ
な
の
に
日
本
で
は
小
児
用
製
剤
が
非
常
に
少
な
い

た
め
、
適
応
外
の
処
方
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
が

大
半
で
、
成
人
用
の
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
を
粉
末
に
し

て
調
製
し
ま
す
が
、
小
児
の
細
い
経
管
栄
養
チ
ュ
ー

ブ
用
に
は
絶
対
に
詰
ま
ら
せ
な
い
調
剤
技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
薬
剤

の
専
門
家
た
る
薬
剤
師
で
す
。
患
者
さ
ん
が
入
院
中

は
、
病
院
薬
剤
師
が
そ
の
役
割
を
担
い
ま
す
が
、
退

院
後
、
地
域
で
患
者
さ
ん
を
支
え
る
の
は
当
然
、
薬

局
薬
剤
師
の
方
々
に
な
り
ま
す
。

―
―
た
だ
、
小
児
の
薬
物
療
法
へ
の
対
応
を
苦
手
と

す
る
薬
局
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

石
川　

原
因
の
ひ
と
つ
に
、
病
院
薬
剤
師
の
薬
局
に

対
す
る
理
解
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
が
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
い
た
と
き
、
近

隣
の
薬
局
を
招
い
て
勉
強
会
を
開
き
、
薬
剤
師
の
方

の
話
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
衝
撃
的
な
事
実
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
薬
剤
師
が
「
薬
局
で
対
応
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
た
処
方
せ
ん
が
、
実
は
薬
局
に
と

っ
て
は
非
常
に
困
難
な
内
容
だ
っ
た
り
、
小
児
用
の

経
管
チ
ュ
ー
ブ
や
輸
液
用
の
デ
バ
イ
ス
は
特
殊
な
の

で
調
剤
報
酬
よ
り
高
額
で
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
っ
た
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

―
―
し
か
し
、
一
方
的
に
病
院
薬
剤
師
に
非
が
あ
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
薬
局
薬
剤
師
側
も
、
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
病
院
薬
剤
師
に
相
談
す
べ
き

で
す
。

石
川　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
病
院
に
遠
慮
さ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
薬
剤
の
プ
ロ
と
し

て
患
者
さ
ん
の
た
め
を
思
う
な
ら
、
も
っ
と
意
見
交

換
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

病
院
薬
剤
師
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
体
制
が
あ
っ

て
こ
そ
、
薬
物
療
法
は
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
の
で
す
（【
資
料
１
】）
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
お
話
を
聞
く
限
り
で
は
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
地
域
で
の
受
け
入
れ
体
制
が
不
十
分
だ
っ

た
り
小
児
用
製
剤
が
少
な
い
な
ど
、
日
本
の
小
児
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
そ
う
で
す
。

石
川　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
に
『
成
育
基
本
法
』
が
施
行
さ

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
て
、
今
年
２
月
９
日
に
は

『
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
』
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
の
で
す
（【
資
料
２
】）
。

―
―
石
川
先
生
は
、
長
い
間
、
病
院
薬
剤
師
と
し
て

小
児
医
療
に
た
ず
さ
わ
ら
れ
て
き
た
と
う
か
が
い
ま

し
た
。

石
川　

以
前
は
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
薬
剤
部
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
経
験
か
ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
に
長
期

入
院
し
、
退
院
後
も
人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う
な
ど
を

使
用
し
て
、
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど
の
医
療

的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
「
医
療
的
ケ
ア
児
」
を

薬
剤
師
が
ど
う
支
え
る
か
に
、
特
に
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。

―
―
医
療
的
ケ
ア
児
の
療
養
環
境
は
、
現
在
も
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

石
川　

は
い
。
我
が
国
の
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
妊
娠
中
、
胎
児
に
重
大
な
疾
患
が
見
つ
か
っ
て

も
無
事
に
生
ま
れ
て
こ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

お
り
、
新
生
児
の
死
亡
数
は
世
界
で
も
き
わ
め
て
少

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
退
院
し

て
も
、
地
域
で
十
分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、
小
児

患
者
と
親
が
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

―
―
何
か
改
善
策
が
必
要
で
す
。

不
十
分
な
医
療
的
ケ
ア
児
の

受
け
入
れ
体
制
の
改
善
に
は

薬
局
薬
剤
師
の
力
が
必
須

新
た
な
法
と
閣
議
決
定
に
よ
り

小
児
医
療
に
対
す
る
薬
剤
師
の

権
利
と
義
務
が
明
確
に
な
っ
た

病
院
は
薬
局
の
現
状
を
知
ら
な
い

相
互
交
流
を
図
っ
て

連
携
関
係
を
強
め
る
べ
き

Profile 
いしかわ・よういち

1980年明治薬科大学卒業。同年より国立国際医療センタ
ー、国立病院機構東京医療センターほか国立病院５施設
の薬剤部で勤務。2002年国立成育医療研究センター薬剤
部主任。2009年同副薬剤部長。2013年同薬剤部長、同妊
娠と薬情報センター副センター長併任。2015年同臨床研
究開発センター臨床薬理研究室長併任。2018年より現職
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法
の
施
行
を
受
け
、
同
法
の
理
念
実
現
の
た
め
に
誰

が
何
を
す
べ
き
か
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
そ
の

他
の
医
療
関
係
者
は
、
責
務
と
し
て
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
講
ず
る
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る

施
策
に
協
力
し
、（
中
略
）
良
質
か
つ
適
切
な
成
育

医
療
等
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
一
文
が
あ

り
ま
す
。

―
―
つ
ま
り
、
薬
剤
師
は
、
小
児
医
療
に
お
い
て
関

与
す
る
権
利
を
持
つ
と
と
も
に
、
義
務
も
負
う
よ
う

に
な
っ
た
。

石
川　

そ
の
と
お
り
で
す
。
閣
議
決
定
に
は
、
た
い

へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
に
「
小
児
用
薬
剤
の
開
発
を
推

進
す
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
面
か

ら
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
薬
剤
師
で

し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
閣
議
決
定
に
は
「
乳
幼
児
及
び
保
護
者
に

対
す
る
医
薬
品
の
適
正
使
用
等
を
推
進
す
る
」
と
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
も
、
ま
さ
し
く
薬
剤
師
の
仕
事
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

石
川　

は
い
。
た
だ
、
一
抹
の
不
安
も
感
じ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
「
ど
の
薬
剤
を
用
い
る
の
か
を
決
定

す
る
の
は
医
師
で
あ
り
、
薬
剤
師
は
処
方
せ
ん
の
点

検
役
」
で
あ
る
と
勘
違
い
を
し
て
い
る
薬
剤
師
が
多

い
か
ら
で
す
。

　

薬
剤
師
の
本
来
の
仕
事
は
〝
点
検
〞
で
は
な
く
薬

効
や
副
作
用
を
勘
案
し
、
医
師
に
処
方
を
〝
提
案
〞

す
る
こ
と
で
あ
り
、
薬
剤
に
お
い
て
は
医
師
と
薬
剤

―
―
た
い
へ
ん
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
存
じ
上
げ
ま
せ

ん
で
し
た
。

石
川　

薬
剤
師
を
含
め
、
多
く
の
医
療
関
係
者
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

我
々
の
よ
う
に
小
児
医
療
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
と
っ

て
は
、
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
望
ん
で
い
た
法
律

と
閣
議
決
定
で
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
、
詳
し
く
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

石
川　

前
者
の
法
律
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
妊
産

婦
に
対
し
、
必
要
な
成
育
医
療
を
切
れ
目
な
く
提
供

す
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
理
念
法
で
す
。

　

そ
し
て
後
者
の
閣
議
決
定
に
は
、
こ
の
成
育
基
本

出典：石川氏提供資料

出典：石川氏提供資料

【資料2】 『成育基本法』と閣議決定『成育医療等の提供
に関する施策の総合的な推進に関する基本的な方針』に
おいて薬剤師にかかわる重要なポイント

●NICUを退院した医療的ケア児等が療養・療育できるよう、在
　宅療養後方支援病院の設置やレスパイトの受け入れ体制の確保
　を促進するなど、小児在宅医療体制を整備する
●小児医療等における専門的な薬学管理に対応するため、医療機
　関・薬局の医療従事者間の連携を推進する
●小児用薬剤の開発を推進する
●小児期から成人期にかけて必要な医療を切れ目なく行うことが
　できる移行期医療の支援等、小児慢性特定疾病を抱える児童等
　の健全な育成にかかる施策を総合的に推進する
●成育過程にある者等に対する保健を担う医師、歯科医師、薬剤
　師、保健師、助産師、看護師、管理栄養士、歯科衛生士、保育
　士等の確保を図る
●医薬品に関する相談体制の充実など、乳幼児及び保護者に対す
　る医薬品の適正使用等を推進する
●医薬品の適正使用等にかかる普及啓発を実施する
●乳幼児期、学童期の健診、予防接種等の健康等情報の電子化及
　び標準化（Personal Health Record）を推進する

【資料1】 小児の薬物療法における理想的な連携体制

小児患者と家族

医師
（小児科、新生児科、

周産期科）、
看護師

地域の薬剤師 病院薬剤師

VOICE
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―
―
「
処
方
せ
ん
を
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
医
師

も
薬
剤
に
詳
し
い
は
ず
だ
」
と
考
え
る
向
き
も
あ
る

よ
う
で
す
。

石
川　

医
師
は
、
主
に
過
去
の
豊
富
な
経
験
な
ど
に

も
と
づ
い
て
治
療
薬
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
初
め
て
の
薬
剤
を
使
う
と
き
や
、
初
め
て
多

剤
を
併
用
す
る
と
き
に
、
薬
剤
が
患
者
さ
ん
に
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
は
予
測
が
し
づ
ら
い
。

　

薬
剤
の
分
子
構
造
ま
で
把
握
し
、
薬
物
代
謝
酵
素

と
の
関
係
か
ら
相
互
作
用
や
効
果
・
副
作
用
を
予
測

す
る
、
あ
る
い
は
、
薬
剤
学
的
に
処
方
薬
剤
を
混
合

し
て
良
い
の
か
な
ど
を
考
え
る
「
薬
学
的
予
測
力
」

を
持
っ
て
い
る
の
は
薬
剤
師
だ
け
。
そ
れ
が
、
医
療

チ
ー
ム
で
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
専
門
能
力
な

の
で
す
。

―
―
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
薬
剤
師
の
役
割

の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一
方
、
患
者
さ
ん
の

服
薬
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
高
め
る
に
は
正
し
い
服

薬
指
導
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

石
川　

現
場
を
眺
め
て
い
る
と
、「
服
薬
補
助
剤
を

使
え
ば
、
苦
い
薬
剤
で
も
飲
め
ま
す
よ
」
と
い
っ
た

表
面
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
偏
っ
た
服
薬
指
導
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
重
要
な
の
は
、
ど
ん
な
薬

で
、
ど
ん
な
副
作
用
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
か

な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
親
の
安
心
を
形
成
す
る
こ
と
。
親
が
安
心
し

て
い
る
と
、
子
ど
も
も
安
心
し
て
服
薬
す
る
場
面
を

何
度
も
見
て
き
ま
し
た
。

―
―
小
児
患
者
本
人
に
対
す
る
服
薬
指
導
を
不
得
手

と
す
る
薬
剤
師
も
多
く
い
ま
す
ね
。

石
川　

親
へ
服
薬
指
導
を
す
る
間
に
、
小
児
患
者
を

「
向
こ
う
で
遊
ん
で
い
て
ね
」
と
遠
ざ
け
て
し
ま
う

薬
局
薬
剤
師
の
方
に
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
に
は
愕

然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
薬
物
療
法
の

主
人
公
は
患
者
で
あ
る
子
ど
も
で
す
。
３
〜
４
歳
に

も
な
れ
ば
、
あ
る
程
度
き
ち
ん
と
服
薬
指
導
を
す
る

と
、
親
が
う
っ
か
り
錠
剤
の
数
を
間
違
え
て
も
子
ど

も
が
指
摘
し
て
飲
み
間
違
い
を
防
げ
ま
す
。
ま
た
、

「
お
し
っ
こ
の
色
が
お
か
し
か
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん

に
言
っ
て
ね
」
と
伝
え
て
お
け
ば
異
常
の
早
期
発
見

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
小
児
患
者
自
ら
の
言
動
で
、

服
薬
事
故
や
副
作
用
が
防
げ
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
本
日
は
、
小
児
の
薬
物
療
法
と
、
薬
剤
師
が
そ

れ
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

石
川　

読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
小
児
医
療
に
関
す
る

現
状
を
知
り
、
小
児
患
者
や
そ
の
親
へ
の
向
き
合
い

方
を
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
で
き
れ
ば
病
院
薬
剤
師
だ
け
で
な
く
、

薬
局
薬
剤
師
の
方
々
に
も
小
児
薬
物
療
法
認
定
薬
剤

師
の
資
格
取
得
に
前
向
き
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

師
は
対
等
の
立
場
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
肝
に
銘

じ
な
い
と
、
閣
議
決
定
で
う
た
わ
れ
た
「
医
薬
品
の

適
正
使
用
等
を
推
進
」
な
ど
、
他
人
事
の
よ
う
に
と

ら
え
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

―
―
石
川
先
生
は
現
在
、
薬
学
部
で
教
鞭
を
と
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
意
識
は
い
か
が
で

す
か
。

石
川　

学
生
は
皆
、
非
常
に
優
秀
で
、
薬
学
的
な
知

識
に
つ
い
て
は
私
よ
り
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
く
ら

い
で
す
が
、
や
は
り
〝
点
検
〞
が
薬
剤
師
の
仕
事
だ

と
思
い
込
ん
で
い
る
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
が
現
場
に
出
た
と
き
、
せ
っ
か
く
の
豊
富
な
知

識
を
正
し
く
生
か
せ
る
よ
う
な
教
育
に
努
め
る
こ
と

も
大
学
の
使
命
で
す
。

―
―
薬
剤
師
が
小
児
の
調
剤
を
行
う
際
、
気
を
つ
け

る
べ
き
点
を
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

石
川　

前
述
の
と
お
り
、
日
本
に
は
小
児
に
適
応
で

き
る
薬
剤
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
薬

剤
を
適
応
外
で
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
薬

剤
師
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
同
じ
適
応
外
使
用
で
も

「
薬
学
的
に
安
全
に
使
用
で
き
る
適
応
外
使
用
」
な

の
か
、「
薬
学
的
に
リ
ス
ク
が
高
い
不
適
正
な
適
応

外
使
用
」
な
の
か
を
見
き
わ
め
る
こ
と
。
責
任
を
持

っ
て
こ
れ
を
で
き
る
の
は
、
薬
剤
師
の
み
で
す
。

『ターンアップ』編集長
山中 修（やまなか・おさむ）

2003年弁護士登録、森・濱田松本
法律事務所入所。2012年同事務所
パートナー就任。株式会社ファーマシ
ィ前・代表取締役社長の武田宏の「患
者さんのために地域に根ざした信頼さ
れる薬局を創造したい」との思いに共
鳴し、2014年株式会社ファーマシィ
入社。2019年株式会社ファーマシィ
代表取締役及び本誌編集長に就任

安
全
な
適
応
外
使
用
か

不
適
正
な
適
応
外
使
用
か

判
断
を
く
だ
せ
る
の
は
薬
剤
師

子
ど
も
へ
の
服
薬
指
導
で

親
の
ミ
ス
や
副
作
用
を

防
げ
た
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
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こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
決
し
て
夢
で
は
な
く
、
そ
の

時
々
の
決
断
と
継
続
的
な
自
己
研
鑽
で
手
に
入
り
ま
す
。

　

私
が
院
長
補
佐
を
務
め
る
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
で
は
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年
が
経
過
し
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
短
期
間
に
臨
床
薬
剤
業
務
を
修
得
し
、
チ
ー

ム
医
療
で
活
躍
で
き
る
実
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
70
名
を
超
え
る
修
了
生
を

社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
が
、
注
目
す
べ
き
は
応
募
者
の

背
景
と
修
了
後
の
進
路
の
多
様
性
で
す
。

　

応
募
者
は
新
卒
の
み
な
ら
ず
、
大
学
院
博
士
課
程
の
院
生

や
教
員
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
基
礎
研
究
に
従
事
し
て
い
た
人
、

保
険
薬
局
勤
務
、
病
院
勤
務
、
製
薬
企
業
勤
務
、
外
国
の
薬

学
部
を
卒
業
し
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
彼
ら
、
彼
女
ら
は
そ

れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
感
じ
た
臨
床
現
場
で
の
実
務
経

験
不
足
を
補
お
う
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
門
戸
を
叩
き
ま
し
た
。

１
〜
２
年
と
い
う
短
期
間
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
や
薬
剤
師
外
来

で
の
ハ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
本
人
の
期
待
を
裏
切
ら
な

い
真
の
臨
床
力
を
与
え
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
医
療
機
関
は
約
50
施
設

と
限
ら
れ
ま
す
が
、

年
度
の
厚
生
労
働
省
医
薬
・

生
活
衛
生
局
の
概
算
要
求
で
は
、
免
許
取
得
後
の
薬
剤
師
に

対
し
て
医
療
機
関
な
ど
で
卒
後
研
修
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
や

全
国
で
用
い
ら
れ
る
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
調
査
の
実
施
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
６
年
制
薬
学
部
を
卒
業
し
た
薬
剤
師
の

最
初
の
一
歩
と
し
て
の
意
義
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
薬
剤
師

の
夢
を
広
げ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て
も
医
療
機
関
で
の
臨

床
研
修
は
叩
く
べ
き
扉
の
有
力
な
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

前
線
で
活
躍
し
ま
す
。
そ
の
後
、
結
婚
、
出
産
を
機
に
病
院

を
退
職
す
る
も
、
子
育
て
の
手
が
離
れ
た
ら
今
度
は
保
険
薬

局
に
勤
務
し
、
病
院
で
の
経
験
を
基
盤
に
服
薬
指
導
や
在
宅

療
養
者
の
薬
剤
管
理
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
「
こ

れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
実
務
家
教
員
と
し
て
大
学
で
教
育

に
た
ず
さ
わ
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
薬
剤
師
な
ら
ば

　

あ
ま
た
あ
る
医
療
系
国
家
資
格
の
中
で
、
薬
剤
師
は
資
格

取
得
直
後
の
進
路
に
も
っ
と
も
多
く
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ

て
い
る
職
種
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
険
薬
局
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
、
病
院
、
製
薬
会
社
、
食
品
会
社
、
化
粧
品
な
ど

の
製
造
業
、
医
薬
品
卸
な
ど
の
流
通
業
、
大
学
院
進
学
、
行

政
、
マ
ス
コ
ミ
│
│
。
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
入
り
口

の
ど
の
扉
を
叩
く
か
は
、
あ
な
た
次
第
で
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
選
べ
て
楽
し
み
が
あ
る
」、「
い
や
、
そ
れ

だ
け
悩
み
も
多
い
と
い
う
こ
と
」。
就
職
活
動
中
の
薬
学
生

か
ら
は
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
自
ら
の
将

来
を
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
機
会
が
あ
る
点
に

お
い
て
、
卒
業
後
の
選
択
肢
が
多
い
の
は
決
し
て
悪
い
こ
と

で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
関
し
て
も
、
薬
剤
師
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

道
が
あ
り
、
自
身
の
希
望
に
沿
っ
て
構
築
し
や
す
い
と
言
え

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
私
が
知
っ
て
い
る
女
性
の
薬
剤
師
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
彼
女
は
大
学

卒
業
後
、
ま
ず
は
病
院
で
調
剤
の
腕
を
磨
き
、
や
が
て
病
棟

業
務
を
担
当
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
と
薬
物
治
療
に
触
れ
、

服
薬
指
導
と
医
師
へ
の
処
方
提
案
な
ど
を
経
験
、
臨
床
の
最

橋
田 
亨
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院

院
長
補
佐

進
路
は
い
ろ
い
ろ
。

ど
の
扉
を
叩
く
か
は
あ
な
た
次
第

Be Ambitious!
第 １ 回

薬剤師よ大志を抱け
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　本会が現在、もっとも注力している
のは、地域薬剤師会の代表者を集めて
の、新型コロナウイルス感染症のワク
チン接種にまつわる説明会や、薬剤の
溶解や充填といった手技の研修会の開
催です。
　自治体や医師会から「こんなことを
してほしい」と要請があったときに、
躊躇なく「できます」と答えられるよ
うにするのはもちろん、我々の職能を
生かして「こんなこともできます」と
積極的に発信していくためです。
　この緊急時にあっては「フォロー」
に終始するのではなく「プッシュ」を
していくことが、きわめて大切。そう
すれば、地域における薬剤師の存在価
値を大いに印象づけられるでしょう。

　今、病院ではチーム医療が当たり前
となり、薬剤に関しては薬剤部が主導
しています。そうした医療体制に慣れ
た医師の方々が開業するようになれば

薬剤について薬局が地域でハブ機能を
担うようになると考えられます。
　その代表例が、薬剤師のDI業務。
医薬品情報を医師や患者さん、行政の
方や同業の薬剤師など、対象に合わせ
て内容を咀嚼し、的確な表現方法にし
て提供する――つまり、 薬剤師が薬剤
とそれを取り巻く人々とをつなぐ役割
を果たすのです。
　こうした変化は、「古いモデルの医
薬分業から第二の医薬分業への移行」
と言えるかもしれません。

　まずは、会員数をしっかり増やして
いきたい。それには組織の強化が必須
で、地域薬剤師会を組織・会員検討委
員会がバックアップするかたちで実現
していきたいと思っています。
　具体的には、地域ごとに手がけてい
ることに違いがあり、隣の地域が何を
しているのかわからないといった状況
も珍しくないので、組織・会員検討委
員会が取りまとめをし、全地域でどの
ような活動をしているのかの情報を提

供していくつもりです。ほかの地域の
活動が刺激となり、切磋琢磨するかた
ちで地域薬剤師会が発展すれば、若い
薬剤師の皆さんの目も本会に向き、入
会に結びつくのではないかと期待して
います。
　また、視野を広くし、たとえば、適
切なエビデンスを示すなどして（【資
料】）、大阪府内に限らず、全国の薬剤
師の皆さんに、「薬剤師になって良か
った」、「これからもがんばろう」と思
ってもらえるような活動もしていく所
存です。

DATA

一般社団法人大阪府薬剤師会

今後の薬局の変化

注力している活動

展望

住所 〒540-0019
 大阪府大阪市中央区和泉町1-３-８

TEL 06-6947-5481（代表）

FAX 06-6947-5480

URL http://www.osakafuyaku.or.jp/

会員総数　7,936名（2020年７月20日現在）

会員構成　薬局6,703名、卸売一般販売業193
名、病院診療所181名、行政機関83名、製造業・
輸入販売業65名、店舗販売業61名、その他650
名（2020年７月20日現在）

（n＝205） （n＝219）

今後も薬局からの連絡が必要と感じますか 過去、お薬の服用期間中に不安を感じたとき、どこに連絡しましたか

必要と感じる 薬局

どちらでも良い その他

必要と感じない
医療機関

83% 71%

1% 7%

16%
22%

【資料】『薬局の連携体制整備のための検討モデル事業』（本文参照）における「服薬状況等の継続的なフォローアップ」に関して行われた
　　　 患者を対象としたアンケート調査の結果

出典：一般社団法人大阪府薬剤師会『令和元年度 薬局の連携体制整備のための検討モデル事業 実施報告書』

＊大阪府薬剤師会では、上記のようなアンケート調査の結果を公開するなど、薬剤師全体のモチベーションを上げるような活動をしていきたいとしている
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　大阪府薬剤師会のルーツは、1880

年に結成された大阪薬舗会にまでさか
のぼります。その後、大阪薬舗会は、
1890年１月11日に大阪薬剤師会と改
称改組するとともに、先発して発足し
ていた大阪薬剤師会（第１次）と合流、
その日をもって、大阪府薬剤師会の設
立年月日としています（最終的に現在
の大阪府薬剤師会と名称を変更したの
は1962年）。昨年、お陰様で130周年
を迎えました。
　ちなみに、日本薬剤師会が設立され
たのは1893年で、本会のほうが若干
早くできたことになりますから、いか
に歴史ある薬剤師会かを理解していた
だけるのではないでしょうか。
　現在、本会の会員数は約8,000名を
数え、全国47都道府県中有数の組織に
発展しています。

　ここで、本会の特徴をご紹介しまし
ょう。
　その１――本会の特徴のひとつに、
近年、新設した若い会員で構成される
薬剤師ビジョン検討委員会が挙げられ
ると思います。薬剤師会の役員がベテ
ランの方で占められているケースは多
く、本会も例外ではありません。それ
は組織運営のために理にかなった配置
なのですが、とはいえ若い方々の意見
もしっかり吸い上げていく必要があり
ます。
　他の薬剤師会で、独立して組織され
た薬剤師会青年部や青年薬剤師会を拠
点に若年会員が独自の活動を展開して
いるのをよく見受けますが、我々は、
若い方々の意見をシステマティックに
会の運営に反映できるよう若い会員が
集う場を理事会の下部に位置する常置

委員会のひとつとして設けることにし
ました。
　その２――行政からの要請があった
ときにいち早く手上げをして、モデル
事業に積極的に取り組むのも本会の特
徴と言えるでしょう。直近の例を挙げ
れば、2019年度に『薬局の連携体制整
備のための検討モデル事業』を実施し
ました。
　入退院時の服薬情報の共有を大阪府
内11圏域で展開することを軸としつ
つ、❶今後の制度改正における薬局機
能のポイントを思料する、❷服薬状況
等の継続的なフォローアップ、❸多職
種との情報共有、専門的な薬局との連
携、❹地域薬局間の協力体制の４点に
ついて、前述11圏域の地域で分担し、
モデル的に検討、全国でも活用できる
基本的な対応フローの提案が事業目的
でしたが、有意義な報告書をまとめら
れたと自負しています。

一般社団法人大阪府薬剤師会

PICK UP訪問記

全国の薬剤師のモチベーションが
上がるような活動もしていきたい。

沿革 特徴

1第 回

堀越 博一
常務理事常務 事

注目の団体
・機関
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症
し
た
の
は
、
２
０
０
６
年
の

春
、
神
戸
薬
科
大
学
に
異
動
し
た
こ
ろ
で
す
。
最
初
に
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
寝
転
が
り
、
足
を
上
げ
て
ブ
ラ
ブ
ラ
と
動

か
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
左
足
の
か
か
と
か
ら

地
面
を
蹴
っ
て
歩
け
な
い
、
歩
幅
が
狭
く
な
る
と
い
っ
た

異
常
に
気
づ
き
ま
し
た
。
当
初
、
近
く
の
病
院
の
整
形
外

科
で
診
察
を
受
け
ま
し
た
が
、
原
因
は
わ
か
ら
ず
、
数
ヵ

月
後
、
新
聞
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
記
事
を
読
み
「
こ
れ

だ
！
」
と
思
い
２
０
０
８
年
、
同
じ
病
院
の
神
経
内
科
を

受
診
し
て
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
脳
の
黒
質
の
ド
パ
ミ
ン
神
経
細

胞
の
変
性
に
も
と
づ
く
進
行
性
の
神
経
変
性
疾
患
で
、
安

静
時
振
戦
、
筋
固
縮
、
無
動
、
姿
勢
反
射
障
害
の
４
大
症

候
が
現
れ
ま
す
。
日
本
国
内
の
患
者
は
、
わ
か
っ
て
い
る

だ
け
で
15
万
人
。
治
癒
す
る
薬
は
な
く
症
状
を
抑
え
る
薬

の
み
で
、
国
の
指
定
難
病
の
ひ
と
つ
で
す
。
発
病
初
期
に

急
速
に
悪
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
私
の
場
合
も
い
ろ
い
ろ

な
理
由
で
初
期
対
応
を
誤
っ
て
し
ま
い
、
２
０
０
９
年
の

春
、
気
管
支
炎
で
夜
眠
れ
な
い
日
が
つ
づ
い
た
と
き
に
一

気
に
進
行
し
ま
し
た
。

　

初
期
対
応
を
誤
っ
た
理
由
に
は
、
当
時
、
唯
一
の
診
断

方
法
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｇ
心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の

診
断
結
果
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
の
３
割
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
が
出
る
）
た
め
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
で
は
な
く
、
レ
ボ
ド
パ
が
効
き
に
く
い
、
よ

り
対
応
の
難
し
い
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
症
候
群
を
疑
っ
た
こ

と
、
妻
自
身
は
忘
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
女
が
私
の
発
病
で

精
神
的
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

の
診
断
を
信
じ
よ
う
と
せ
ず
、
服
薬
に
強
固
に
反
対
し
た

た
め
服
薬
を
休
止
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
夜
眠
れ
な
か
っ

た
の
を
放
置
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
よ
う
な
病
気
で
は
、
家
族
に
同
席
し
て
も
ら

っ
て
専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
、
ま
た
、
本
人
あ
る
い
は

家
族
が
納
得
で
き
な
い
場
合
に
は
別
の
専
門
医
に
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る

と
、
今
に
な
っ
て
悔
い
て
い
ま
す
。

　

動
け
な
く
な
り
、
と
う
と
う
２
週
間
ほ
ど
入
院
を
し
ま

し
た
。
病
院
で
は
患
者
と
家
族
の
た
め
に
音
楽
会
な
ど
を

開
催
し
て
く
れ
て
お
り
、
入
院
し
た
直
後
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
音
楽
好
き
の
私
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ち
っ

と
も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
院
し
て
10
日
目
を

迎
え
た
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
神
戸
み
な
と
ま
つ
り
の
花
火
大

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
病
室
の
窓
越
し
に
見
て
い

る
と
悲
し
く
な
る
花
火
大
会
で
し
た
。

　

入
院
中
に
元
気
だ
っ
た
の
は
、
食
事
と
リ
ハ
ビ
リ
の
時

間
で
す
。
理
学
療
法
士
に
よ
る
歩
行
練
習
や
、
作
業
療
法

士
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
の
細
か
い
手
作
業
練
習
を

し
、
リ
ハ
ビ
リ
は
ひ
と
り
で
も
行
い
ま
し
た
。
パ
ー
キ
ン

薬
剤
師
が

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

な
っ
た
と
き

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
発
症

第
１
回

＊本連載は北河氏が自費出版された『パーキンソン病と付き合いながら薬科大学の学長としてすごした６年間』から転載したものです

神戸薬科大学教授（前学長）／
全国パーキンソン病友の会兵庫県支部長／
灘薬剤師会事業委員

北河 修治

ソ
ン
病
患
者
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
な
の
は
、
シ
ャ
ツ
の
ボ

タ
ン
を
は
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
細
か
い
作
業
が
で

き
な
く
な
る
点
で
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
片
側
か
ら

進
行
し
ま
す
。
私
の
場
合
は
左
側
か
ら
進
行
し
た
の
で
、

長
そ
で
シ
ャ
ツ
の
右
腕
の
ボ
タ
ン
を
左
手
で
な
か
な
か
は

め
ら
れ
ず
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
何
分
も
か
か
り
ま
し
た
。

　

退
院
直
後
に
処
方
さ
れ
た
薬
は
、
レ
ボ
ド
パ
製
剤
と
し

て
ネ
オ
ド
パ
ス
ト
ン
®配
合
錠
１
０
０
ｍ
ｇ
１
日
２
錠
、

ド
パ
ミ
ン
受
容
体
刺
激
薬
プ
ラ
ミ
ペ
キ
ソ
ー
ル
の
製
剤
で

あ
る
ビ
・
シ
フ
ロ
ー
ル
®
錠
と
、
消
化
管
を
動
か
す
た
め

の
モ
サ
プ
リ
ド
の
製
剤
で
あ
る
ガ
ス
モ
チ
ン
®錠
１
０
０

ｍ
ｇ
で
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ
剤
の
登
場
と
科
学
者
と

し
て
客
観
的
に
自
分
の
病
気
を
観
察
で
き
た
お
か
げ
で
、

症
状
が
徐
々
に
良
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
後
に
紹
介
し

ま
す
が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
に
研
究
マ
イ
ン
ド
が
い
か
に
役
立

つ
か
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。
長
年
、
薬
物
の
皮
膚
吸
収

や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
を
や
っ
て
い
た
経
験

も
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
役
立
ち
ま
し
た
。

■茂木びわ
　九州にいる息子が送ってくれた長
崎特産の茂木びわの種をマンション
１階の我が家の庭に植えたところす
くすく成長して、実がなるのも間近
と期待している。それを妻が鉛筆で
描いたのが、このイラストである。
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者さんが在宅薬剤師に期待することは人それぞれ

ですが、しばしば「薬剤師さんが、そこまでして

くれるの？」と驚かれるケースがあります。複数の医療機

関の薬をまとめて管理することや、患者さんの状態の変化

に合わせた薬の管理方法の変更、患者さんの家族や主治

医、ケアマネジャー、訪問看護師と連携して処方内容を吟

味・相談する、緊急の場合は薬を自宅に届けるなど――。

私たち薬剤師にとって「当たり前」だと思っていることで

も、患者さんにとっては意外なことも多く、提案してみる

とたいてい「それなら、やってほしい！」と喜んでいただ

けます。できることを早めに、こまめに伝えて、なんでも

相談していただける存在になりたいと思います。

患

今
日
か
ら

血
圧
の
薬
を

中
止
す
る
と

う
か
が
っ
て

い
ま
す

そ
ん
な
こ
と
ま
で

し
て
く
れ
る

の
か
│
│

内
科
の
薬
と

い
っ
し
ょ
に

パ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
か
？

知
ら
な

か
っ
た

え
え
〜

本
当
に
？

で
し
た
ら

そ
ち
ら
を

い
っ
た
ん

お
預
か
り
し
て

こ
う
い
う
こ
と
は

け
っ
こ
う
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す

薬
剤
師
に
と
っ
て

「
や
っ
て
当
た
り
前
」
の
こ
と
も

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は

思
い
も
よ
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ
な
い
の
で

具
体
的
に

で
き
る
こ
と
を

ど
ん
ど
ん
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す

役
に
立
て
る
の
は

シ
ン
プ
ル
に
う
れ

し
い
で
す
し
ね
！

い
い
の
!?

中
止
の
薬
だ
け
抜
い
て

次
回
お
持
ち
し
よ
う
と

思
い
ま
す
が

あ
と

よ
ろ
し
け
れ
ば

そ
ち
ら
の

整
形
外
科
の

薬
を

ま
だ
残
り
が

あ
る
け
ど

も
ち
ろ
ん

で
す
！

そ
う
な
の

え
っ
!?

第14回
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【資料】健康フェアの案内 ー
プ
ン
時
に
は
日
ご
ろ
測
定
す
る
機
会
の
少

な
い
体
組
成
と
骨
密
度
を
測
定
す
る
『
健
康

測
定
会
』、
体
に
負
担
が
少
な
い
ゴ
ム
バ
ン

ド
を
使
う
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
薬
局
ス
タ

ッ
フ
が
指
導
す
る
『
健
康
バ
ン
ド
体
操
』、

健
康
に
関
す
る
ご
相
談
に
な
ん
で
も
応
じ
る

『
健
康
相
談
会
』
か
ら
構
成
さ
れ
る
『
健
康

フ
ェ
ア
』（【
資
料
】）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め

に
、
２
回
目
を
行
う
の
が
難
し
い
状
況
で
す

が
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
溶
け
込
む
と
い
っ
た
こ
と
で
言
え

ば
、
周
辺
の
医
療
機
関
と
の
連
携
も
大
切
に

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

最
近
、
病
薬
連
携
で
は
、
薬
局
が
患
者
さ

ん
に
お
薬
を
お
渡
し
し
た
あ
と
に
効
果
や
副

作
用
を
電
話
で
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
医
療

機
関
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
ト
レ
ー
シ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
が
ひ
と
つ
の
連
携
の
か
た
ち
と

し
て
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
当
薬

　

昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
当

薬
局
の
最
大
の
特
徴
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

薬
剤
の
自
動
ピ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
て
い
る
点
で
し
ょ
う
。
薬
局
で
は
、
全
国

で
も
ま
だ
数
え
る
程
度
し
か
導
入
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

ピ
ッ
キ
ン
グ
の
現
場
は
、
通
常
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
に
設
け
ら
れ
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
当
薬

局
で
は
先
端
機
器
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
が
動
く
様
子
が
見
え
る
よ

う
壁
の
一
部
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
来
局
者

の
多
く
が
珍
し
が
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
ま
す

し
、
人
的
ミ
ス
が
抑
え
ら
れ
る
と
の
意
味
で

自
動
化
＝
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

当
薬
局
が
あ
る
練
馬
区
高
松
と
い
う
地
域

は
お
隣
同
士
の
関
係
が
密
で
、
そ
の
輪
に
入

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
オ

局
の
場
合
は
透
析
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関

が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
透
析
患
者
が
か
な

り
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
患

者
さ
ん
は
１
週
間
に
２
度
、
３
度
と
通
院
し

て
い
る
の
で
、
我
々
が
薬
剤
の
効
果
や
副
作

用
な
ど
に
つ
い
て
医
療
機
関
に
報
告
す
る
必

要
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
連
携
す
れ
ば
多
く
の

患
者
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
の
か
―
―
。
思
い

つ
い
た
の
が
、
医
療
機
関
の
透
析
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
な
ど
に
薬
局
薬
剤
師
が
参
加
す
る
と

い
っ
た
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
で

実
施
が
先
送
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療

機
関
の
医
師
の
方
々
に
は
提
案
を
歓
迎
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
実
現
す
る
日
も
近
い
は

ず
で
す
。

　

多
く
の
薬
剤
師
が
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
薬
剤
の
在
庫
・
期
限
管
理
は
、
か
な
り

手
間
が
か
か
る
作
業
。
た
と
え
ば
、
何
か
の

薬
剤
が
ど
れ
く
ら
い
在
庫
と
し
て
あ
る
の
か

を
調
べ
る
に
は
、
薬
剤
師
が
い
ち
い
ち
数
え

薬局現場の ファーマシィ薬局

光が丘

1第 回今
自動ピッキングロボットを導入し
「対物」はもちろん「対人」も。

薬局長／小池 諒

辻 美和子

開
局
時
に
は
『
健
康
フ
ェ
ア
』
を

今
後
も
引
き
つ
づ
き
開
催
を
予
定

病
院
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

薬
剤
師
が
参
加
す
る
こ
と
を
構
想

薬
局
で
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

自
動
ピ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

薬
剤
の
在
庫
・
期
限
管
理
に

手
間
が
か
か
ら
な
い
環
境
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日本DB社製の薬剤の自動ピッキングロボット。処方せん
のデータがレセコンに入力されると、アームがスピーディ
ーに動いてロット単位で薬剤をピックアップして払い出す

自動ピッキングロボットから薬剤が払い出さ
れる窓口は２つあり、薬剤師が内容を確認する

開局：2020年11月
所在地：東京都練馬区高松６-４-19
アクセス：都営大江戸線光が丘駅より徒
 歩15分または西武バス高松５
 丁目で下車し徒歩２分
開局時間：平日／９：00～18：00
　　　　　土曜日／９：00～13：00
定休日：日曜日、祝日
スタッフ数：７名
駐車場：なし
建物面積：125.4㎡

ファーマシィ薬局光が丘

D A T A

さ
ん
と
向
き
合
う
時
間
を
捻
出
す
る
の
に
苦

労
さ
れ
て
い
る
薬
剤
師
の
方
々
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

当
薬
局
で
は
薬
の
在
庫
管
理
や
処
方
せ
ん

の
処
理
に
時
間
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
分
、

服
薬
指
導
や
患
者
さ
ん
の
健
康
上
の
悩
み
を

聞
く
と
い
っ
た
対
人
業
務
に
も
力
を
注
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
薬
局
に
勤
務
す
る
前
は
、
長
年
、
病
院

薬
剤
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
は
、
調
剤
業
務
と
服
薬
指
導
が
仕
事
の
２

本
柱
で
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
に
の

み
注
力
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

薬
局
に
転
職
し
て
か
ら
は
保
険
請
求
業
務
に

も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
い
る
と
受
付
の
方
が
処
方
せ
ん
入

力
か
ら
会
計
ま
で
を
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、

薬
剤
師
は
患
者
さ
ん
が
支
払
う
金
額
や
保
険

点
数
に
関
す
る
部
分
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
今
は
、
調
剤
業
務

や
服
薬
指
導
を
行
う
の
に
加
え
て
、
た
と
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
通
常
で
す
。

　

し
か
し
、
当
薬
局
に
は
自
動
ピ
ッ
キ
ン
グ

ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
検
索

す
れ
ば
在
庫
数
が
瞬
時
に
わ
か
り
ま
す
し
、

使
用
期
限
も
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
パ
ソ
コ

ン
に
す
ぐ
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

処
方
せ
ん
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
い
る
レ

セ
コ
ン
と
ピ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
が
連
動
し

て
い
る
の
で
、
入
力
デ
ー
タ
に
沿
っ
て
薬
剤

が
払
い
出
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
入
力
さ

え
間
違
わ
な
け
れ
ば
、
誤
っ
た
薬
剤
は
出
て

き
ま
せ
ん
。

　

薬
剤
に
よ
っ
て
は
、
５
、
10
、
20
ｍ
ｇ
な

ど
規
格
が
細
か
く
分
か
れ
て
い
て
、
人
的
ミ

ス
が
起
き
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
し
た
ミ
ス
が
起
こ
る
確
率
は
限
り
な
く
ゼ

ロ
に
近
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
機
械
任
せ

に
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
薬
剤
師

が
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
患
者
さ
ん
に
薬

剤
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
処

方
せ
ん
を
処
理
す
る
人
的
パ
ワ
ー
や
時
間
は

大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

薬
剤
師
の
業
務
が「
対
物
」
か
ら「
対
人
」

へ
移
行
す
べ
き
と
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
患
者

ば
「
調
剤
技
術
料
」
や
「
薬
学
管
理
料
」、

「
薬
剤
料
」、「
特
定
保
険
医
療
材
料
料
」
な

ど
の
そ
れ
ぞ
れ
に
保
険
点
数
が
明
記
さ
れ
て

い
る
「
領
収
証
」
を
患
者
さ
ん
に
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

　

我
々
薬
剤
師
が
行
う
べ
き
行
為
に
ど
う
い

う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
具
体
的

に
何
点
ほ
ど
の
保
険
点
数
が
つ
い
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
、
い
え
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
患
者
さ
ん

に
し
て
差
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

と
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
険
請

求
業
務
を
通
し
て
、
薬
剤
師
の
業
務
の
幅
広

さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

青鹿 申幸

時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
お
蔭
で

対
人
業
務
の
充
実
も
可
能
に

保
険
請
求
業
務
を
通
し
て

薬
剤
師
の
仕
事
の
幅
広
さ
を
知
る

薬
剤
の
払
い
出
し
も

迅
速
か
つ
正
確
に
行
わ
れ
る
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第38回

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を

適
切
に
進
め
る
に
は

薬
剤
師
の
力
が
不
可
欠

　

今
回
は
、
薬
剤
師
に
も
か
か
わ
り
の
深
い
、
そ
の
中
間
と

り
ま
と
め
の
内
容
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

検
討
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
に
19
種
類
の
候
補
治
療
薬
（
28

成
分
）
を
対
象
に
、
薬
剤
や
疾
患
の
特
性
を
踏
ま
え
て
議
論

を
実
施
。
結
果
、
11
種
類
の
候
補
治
療
薬
（
11
成
分
）
の
ス

イ
ッ
チ
は
可
能
と
判
断
し
、
８
種
類
（
17
成
分
）
は
不
可
と

し
ま
し
た
。

　

薬
剤
の
特
性
か
ら
ス
イ
ッ
チ
不
可
と
さ
れ
た
ひ
と
つ
が
湿

疹
治
療
薬
の
ベ
タ
メ
タ
ゾ
ン
酪
酸
エ
ス
テ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸

エ
ス
テ
ル
で
、
効
果
が
強
力
で
局
所
的
な
副
作
用
が
出
や
す

い
点
な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
疾
患
の
特
性
か
ら

ス
イ
ッ
チ
不
可
と
な
っ
た
例
は
カ
ル
シ
ポ
ト
リ
オ
ー
ル
で
、

対
象
疾
患
で
あ
る
乾
癬
は
皮
膚
科
専
門
医
で
な
け
れ
ば
診
断

　

厚
生
労
働
省
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
観

点
に
も
と
づ
い
て
、
医
療
用
医
薬
品
か
ら
Ｏ
Ｔ
Ｃ
へ
の
ス
イ

ッ
チ
促
進
を
め
ざ
し
、
２
０
１
６
年
よ
り
『
医
療
用
か
ら
要

指
導
・
一
般
用
へ
の
転
用
に
関
す
る
評
価
検
討
会
議
』（
以

下
、
検
討
会
議
）
で
議
論
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
（
以
下
、
ス
イ
ッ
チ
）
は
、
検
討
会

議
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
も
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
の
声
が
強
く
、
な
か

な
か
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年
２
月
、
検
討

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
や
論
点
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
ス
イ
ッ
チ
を
適
切
に
進
め
る
た
め
に
ど
う
す

べ
き
か
な
ど
を
記
載
し
た
中
間
と
り
ま
と
め
を
発
表
。
今
後

は
、
ス
イ
ッ
チ
が
加
速
す
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
議
論
さ
れ
た
が

慎
重
派
の
声
が
根
強
か
っ
た

ス
イ
ッ
チ
が
進
む
か
も
し
れ
な
い

判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
作
用
の
強
さ
や

本
人
が
使
用
を
判
断
で
き
る
か
否
か
、

受
診
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
を
許
容
で
き
る
か
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が
難
し
く
、
使
用
者
自
身
で
は
判
断
で
き
な
い
か
ら
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
イ
ッ
チ
可
と
さ
れ
た
ひ
と
つ
に
、
頭
痛
や
骨
折

痛
に
使
用
さ
れ
る
ナ
プ
ロ
キ
セ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
重
症
の

外
傷
に
用
い
る
と
症
状
を
マ
ス
ク
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
注

意
が
必
要
と
の
指
摘
が
出
て
い
ま
す
。

　

検
討
会
議
の
議
論
に
も
と
づ
い
て
、
中
間
と
り
ま
と
め
で

は
ス
イ
ッ
チ
の
要
件
を
、
▽
人
体
に
対
す
る
作
用
が
著
し
く

な
く
、
使
用
者
の
状
態
に
応
じ
て
用
量
調
整
な
ど
を
す
る
必

要
が
な
い
、
▽
使
用
者
自
身
が
症
状
か
ら
使
用
を
判
断
で
き

る
、
▽
原
疾
患
以
外
の
症
状
を
マ
ス
ク
す
る
リ
ス
ク
を
含
め

医
療
機
関
へ
の
受
診
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が
許
容
範
囲
内
に
収

ま
る
―
―
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
緊
急
避
妊
に
使
用
さ
れ
る
レ
ボ
ノ
ル
ゲ
ス
ト

レ
ル
に
関
し
て
は
、「
薬
剤
師
の
専
門
知
識
が
少
な
く
、
資

質
の
向
上
が
必
要
」
と
い
っ
た
点
が
ス
イ
ッ
チ
不
可
の
理
由

と
さ
れ
ま
し
た
。
ス
イ
ッ
チ
推
進
に
は
、
薬
剤
師
の
さ
ら
な

る
研
鑽
も
欠
か
せ
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

中
間
と
り
ま
と
め
は
、
ス
イ
ッ
チ
の
実
現
に
お
い
て
薬
剤

師
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

２
０
１
９
年
の
改
正
薬
機
法
で
は
、
薬
剤
師
に
よ
る
患
者
の

服
用
期
間
中
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
ス
イ
ッ
チ
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
中
間
と
り
ま
と
め
に
は
、
ほ
か
に
も
薬
剤
師
に
言

及
し
た
部
分
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198111_00012.html

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
る
の
は

Ｏ
Ｔ
Ｃ
に
つ
い
て
も
同
様

【資料】OTC医薬品における各ステークホルダーの役割及び関係性

出典：医療用から要指導・一般用への転用に関する評価検討会議『中間とりまとめ』より作成

薬剤師

使用者

製造販売業者 医師

適正販売
責任

薬剤等に
対する理
解の向上

薬剤選択、使用
方法を遵守する
自己責任

症状等の正
確な情報提
供責任

受診
勧奨

服薬指導責任

症状、服薬状況、
個人情報の正確な
情報提供

製造販売業者
としての責任

適正販売を確保
するための情報
提供責任

専門家、かかりつけ医
としての関与

OTC医薬品の情報
提供、情報公開、
情報収集

連携OTC医薬品の情報
提供、情報収集

OTC医薬品の
使用、生活習
慣に関する助言

OTC医薬品の
服薬状況の情
報提供わかりやすい情報

提供、OTC医薬
品の啓発活動

適正販売
服薬指導
フォローアップ

インフォームド
チョイス
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た。結果、息がしやすく、かつ高性能のフィルター
効果が持続する濾材の開発に世界で初めて成功する
などし、同材を用いたマスクの量産試作品の完成に
いたりました。
　この量産試作品に対してN95規格に準じた試験を
外部試験機関において実施したところ、N95規格で
定められた値より粒子捕集効率が高いためエアロゾ
ルなどの微細粒子を通しにくいうえ、吸気抵抗が低
いので呼吸がしやすいという結果が得られました。
　今後、４者では国内での安定供給を最優先に設備
投資などの準備を進めていく方針です。

　株式会社富士経済は、アレルギー・呼吸器疾患治
療薬の市場動向調査の結果を発表しました。
　同調査によると、近年は、高い治療効果が期待さ
れている吸入ステロイド剤や抗コリン剤の配合剤の
販売が好調となっています。このうち吸入ステロイ
ド剤では、１日１回服用の製品も登場し、飲み忘れ
を防ぎやすいため医師からの評価が高く、処方が増
える傾向にあります。また、対象となる難治性患者
の数は限定されるものの、高薬価の生物学的製剤も
急速に市場を拡大しています。
　アレルギー・呼吸器疾患治療薬分野では、2021

年から2022年にかけて『テリルジー』や『レルベ
ア』、『アニュイティ』の適応拡大が想定されること
から、吸入ステロイド剤の配合剤を中心に市場の拡
大が予想されています。2022年以降は、特許切れ
となる治療薬が安価なジェネリック医薬品に押され
市場の伸びは徐々に鈍化しますが、長期的には、や
はり市場はわずかずつながらも拡大していくと見込
まれています。

　熊本大学と東北大学の共同研究グループは、細菌
感染症治療に用いられるβラクタム抗菌剤を、細菌
が分解・不活性化する新しいメカニズムを明らかに
しました。
　従来の研究では、細菌の硫黄代謝過程で生じる硫
化水素が細菌の薬剤耐性に寄与すると報告されてい
ましたが、詳細なメカニズムはわかっていませんで
した。今回、研究グループは、硫化水素が超硫黄と
呼ばれる分子に変換されると、βラクタム抗菌剤を
強力に分解・不活性化することを発見しました。構
造解析の結果、分解された薬剤は、βラクタム環が
開環し、硫黄が付加したカルボチオ酸という新規化
合物であるとわかりました。また、カルボチオ酸に
対する高感度分析法を開発し、その生成動態を解析
したところ、βラクタム抗菌剤は、細菌に取り込ま
れた後、菌体内の超硫黄分子によりカルボチオ酸へ
と分解され、さらにそれが菌体外に排出されている
と判明しました。
　研究グループでは、今後、菌体外に排出されたカ
ルボチオ酸をバイオマーカーとすることで、細菌の
超硫黄分子産生を阻害する化合物のスクリーニング
を計画しています。こうした化合物は、超硫黄分子
に依存したβラクタム抗菌剤の自然耐性を弱める効
果を有すると考えられ、結果、より低濃度のβラク
タム抗菌剤での治療が可能になり、新たな耐性菌の
出現が抑えられるということです。

　国立循環器病研究センター、株式会社クロスエフ
ェクト、ニプロ株式会社、ダイキン工業株式会社の
４者は、共同で開発中の純国産医療用高性能マスク
について、量産試作品を用いた評価試験を実施しま
した。
　新型コロナウイルス診療における医療関係者の感
染防御には、N95規格を満たしたマスクが必須です
が、今なお爆発的需要増大のもとで世界的に枯渇し
ています。こうした状況下、４者では、国産で生産
性が高く、日本人の顔面形状に適したN95相当マス
クの早期提供開始に向けて開発に取り組んできまし

RESEARCH

βラクタム抗菌剤を分解・
不活性化するメカニズムを解明

INNOVATION

純国産医療用高性能マスクの
評価試験を実施

MARKET

アレルギー・呼吸器薬の
市場動向調査の結果を公表

2020年見込み　　　4,917億円　　　102.1％

2028年予測　　　　5,194億円　　　107.9％

市場規模 2019年比
アレルギー・呼吸器疾患治療薬の市場動向

量産試作品の外観形状
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　本書は、大阪府立病院機構で
実施している講習会の内容を書
籍化したものです。
　同機構では医療情報共有プラ
ットフォームを構築しており、
それを活用して、同機構に所属
する病院薬剤師と関連する薬局

薬剤師に向けて講習会を行っています。この講習会
では、先進医療について紹介をしたり、医療に関す
る個人情報の取り扱い方をレクチャーするなどに加
え、同機構で対応している疾患や、その治療内容な
どについても講義を行っています。本書は、講習会
で使われるテキストを兼ねて作成され、講習会終了
後も内容を振り返ることができるように、各疾患の
病態や治療方法、使用する薬剤などがわかりやすく
まとめられています。
　編者の遠山氏は、講習会の参加者に限らず特に薬
局薬剤師が本書を読んで知見を深め、多忙で十分な
時間を確保できない病院の医療者に代わり、薬局で
患者や家族の相談に乗る際に生かしてほしいと考え
ているそうです。入院日数が短縮化し、外来医療の
比重が増しつつある今、薬局薬剤師が疾患に関する
知識を増強するのは必須、ぜひ本書で学んでいただ
きたいと思います。

　日本新薬株式会社の『ビダーザ注射用100mg』（一
般名：アザシチジン）が、国内における急性骨髄性
白血病（AML）の効能や効果を追加した製造販売
承認事項一部変更承認を取得しました。
　AMLは、未熟な血液細胞である骨髄芽球の遺伝
子異常が原因で発症する血液のがんで、骨髄におい
てがん化した白血病細胞が無制限に増殖した結果、

正常な造血が行えず、感染症や出血などのさまざま
な症状が現れます。速やかに適切な治療が必要とさ
れる重篤な疾患で、国内の患者数は約7,000人とさ
れています。
　本剤は、核酸類縁体のアザシチジンを主成分とす
る注射用凍結乾燥製剤です。細胞内でリン酸化を受
けた後にRNAまたはDNAに取り込まれ、タンパク
質合成を阻害して殺細胞作用を
示すとともに、異常なDNAメ
チル化を阻害します。国内では
2011年に骨髄異形成症候群治
療剤として発売されましたが、
今回の適応追加により、AML

患者の治療選択肢が増えるもの
と期待されています。

　あすか製薬株式会社の前立腺肥大症・がん治療剤
『プロスタール錠』及び徐放性前立腺肥大症治療剤
『プロスタールＬ錠』（一般名：クロルマジノン酢酸
エステル）と、興和株式会社の心機能・組織循環促
進剤『プロタノールS錠』（一般名：dl-イソプレナリ
ン塩酸塩）において、販売名が類似しているために
起きた取り違え事例が、これまでに９件報告されて
います。
　事例のひとつには、プロスタール錠を処方された
患者に対し、薬剤師の思い込みで誤ってプロタノー
ルS錠がピッキングされてしまいましたが、監査時
にミスが発覚したケースがありました。両社では、
こうした事例の改善策として、それぞれの薬剤の保
管場所に「名称類似注意」の札を設置するなどの措
置を呼びかけています。

BOOK

TOPICS

編集：遠山正彌、馬場明道、土井健史／発行：金芳堂

PRODUCT

CAUTION

ビダーザが急性骨髄性白血病の
適応を追加した承認を取得

プロスタール錠とプロタノール錠の
取り違えに注意を

ビダーザ注射用100mg

プロスタール錠（左上）、プロスタールL錠（左下）、プロタノールS錠（右）

 『薬剤師が知っておきたい
 病気と薬剤のはなし』
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〈2011年11月〉 No.１
PMDA理事長

近藤 達也

〈2012年１月〉 No.２
東京大学大学院教授

澤田 康文

〈2012年３月〉 No.３
弁護士

三輪 亮寿

〈2012年５月〉 No.４
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全国自治体病院協議会長

邉見 公雄

ターンアップ

〈2014年９月〉 No.18
三井記念病院院長

髙本 眞一

〈2014年３月〉 No.15
筑波大学水戸地域医療教育センター教授

徳田 安春

〈2014年５月〉 No.16
国立長寿医療研究センター名誉総長

大島 伸一

〈2014年７月〉 No.17
東京山手メディカルセンター院長

万代 恭嗣

〈2013年11月〉 No.13
山梨大学特任教授

岩﨑 甫

〈2014年１月〉 No.14
先端医療振興財団TRIセンター長

福島 雅典

〈2016年７月〉 No.29
帝京大学副学長

井上 圭三

〈2016年９月〉 No.30
藤田保健衛生大学客員教授

鍋島 俊隆

〈2015年11月〉 No.25
クリニック川越院長

川越 厚

〈2016年１月〉 No.26
日本看護協会会長

坂本 すが

〈2016年５月〉 No.28
上田薬剤師会顧問

工藤 義房

〈2016年３月〉 No.27
昭和薬科大学学長

西島 正弘

〈2020年11月〉 No.49
日本医学会／日本医学会連合会長

門田 守人

〈2021年2月〉 No.50
京都薬科大学長

 後藤 直正

〈2018年８月〉 No.40
東京都立小児総合医療センター部長

赤澤 晃

〈2018年２月〉 No.38
神戸薬科大学学長

北河 修治
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吉尾 隆

バックナンバーのご紹介薬剤師の新たな可能性を拓く応援マガジン

『ターンアップ』のバックナンバーをご希望の方は、
31ページに記載されている連絡先へお申し込みください。
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〈2015年３月〉 No.21
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三宅 謙作

〈2015年５月〉 No.22
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乳原 善文

〈2015年７月〉 No.23
聖路加国際大学大学院特任教授

宮坂 勝之

〈2015年９月〉 No.24
国際医療福祉大学教授

上島 国利

〈2016年11月〉 No.31
新田クリニック院長

新田 國夫

〈2017年１月〉 No.32
岡山大学客員教授

宮島 俊彦

〈2017年３月〉 No.33
東京都健康長寿医療センター長

許 俊鋭

〈2017年５月〉 No.34
日本医療政策機構理事

宮田 俊男

〈2017年7月〉 No.35
旭神経内科リハビリテーション病院院長

旭 俊臣

〈2017年9月〉 No.36
国立病院機構東京病院院長

大田 健

〈2020年5月〉 No.47
東京大学医学部附属病院病院長

 瀬戸 泰之

〈2020年8月〉 No.48
名古屋大学医学部附属病院薬剤部長

山田 清文

〈2019年５月〉 No.43
早稲田大学特命教授

笠貫 宏

〈2019年8月〉 No.44
医療法人社団めぐみ会理事長

田村 豊

〈2019年11月〉 No.45
地球堂薬局

田代 健

〈2020年2月〉 No.46
福岡大学医学部総合医学研究センター教授

 田村 和夫
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ファーマシィ

―社員によるリレーエッセイ―

株式会社ファーマシィ
医療連携部
神戸薬科大学非常勤講師／帝京大学非常勤講師／東京薬科大学非常勤講師

孫 尚孝

か
し
よ
う
と
ま
で
は
考
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
、
業
界
に
衝
撃
が
走

っ
た
。
日
本
医
師
会
の
会
長
に
就
任
し
た

横
倉
義
武
氏
が
、
第
一
声
に
「
医
薬
分
業

が
患
者
、
国
民
の
た
め
に
な
っ
た
の
か
、

よ
く
考
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と
発
言
し

た
の
で
あ
る
。「
薬
剤
師
は
何
が
で
き
る

の
？
」。
そ
の
言
葉
が
私
の
周
囲
だ
け
で

な
く
業
界
全
体
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

直
感
的
に
業
界
の
潮
目
が
大
き
く
変
わ
る

と
感
じ
た
。

　

そ
ん
な
最
中
、
東
京
に
異
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
業
界
の
潮
目
が
変
わ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
自
分
に
は
新
た
な
役
割
が
あ

る
と
も
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
た
。

　

上
京
を
控
え
た
あ
る
日
、
お
世
話
に
な

っ
た
医
師
４
人
が
送
別
会
を
開
い
て
く
れ

た
。
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
楽

し
い
時
間
が
す
ぎ
て
い
く
。
す
る
と
突
然

「
今
か
ら
孫
さ
ん
の
表
彰
式
を
始
め
ま
す
」

と
の
か
け
声
の
あ
と
に
表
彰
状
が
読
み
上

げ
ら
れ
た
。

│
│
あ
な
た
は
福
山
の
在
宅
医
療
に
お
い

て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

そ
の
功
労
を
称
え
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
│
│

　

そ
の
瞬
間
、
い
つ
か
薬
剤
師
が
ま
わ
り

に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
走
り
つ
づ

け
た
日
々
の
記
憶
が
一
気
に
蘇
り
、
涙
が

あ
ふ
れ
出
た
。

「
薬
剤
師
は
何
が
で
き
る
の
？
」

　

そ
の
答
え
を
示
す
と
こ
ろ
か
ら
私
の
活

動
は
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
問
い
が
ま
さ
か

業
界
全
体
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と

は
想
像
も
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

問
い
に
き
ち
ん
と
答
え
る
の
は
当
た
り
前

だ
と
思
う
し
、
改
正
薬
機
法
で
示
さ
れ
た

服
用
期
間
中
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
、
ま

さ
に
そ
の
答
え
の
重
要
な
鍵
に
な
る
は
ず

の
も
の
で
あ
る
。

　

た
っ
た
12
年
で
在
宅
も
業
界
で
馴
染
み

深
い
も
の
と
な
っ
た
。
12
年
後
に
は
服
用

期
間
中
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
当
た
り
前

に
行
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い

と
切
に
願
う
。

　

さ
て
、
今
年
の
丑
年
は
、
私
に
と
っ
て

ど
ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

２
０
１
４
年
、潮
目
が
変
わ
る

そ
し
て
、今

想
い
が
実
を
結
ん
だ
瞬
間

　

２
０
２
１
年
は
丑
年
。
不
思
議
に
も
丑

年
と
私
の
人
生
に
は
深
い
縁
が
あ
る
。
人

生
の
初
恋
が
36
年
前
、
薬
剤
師
に
な
る
と

決
め
て
薬
科
大
学
に
入
学
し
た
の
が
24
年

前
、
そ
し
て
、
私
の
薬
剤
師
人
生
を
急
転

さ
せ
た
在
宅
医
療
と
の
出
会
い
が
12
年
前

と
、
い
ず
れ
も
丑
年
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
12
年
前
の
丑
年
に
起

き
た
出
来
事
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
う
。

　

12
年
前
、
私
は
あ
る
在
宅
医
に
出
会
っ

た
。
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
医

師
は
地
域
医
療
へ
の
想
い
に
つ
い
て
熱
く

語
り
始
め
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る

と
息
を
ス
ッ
と
短
く
吸
い
込
み
、「
フ
ァ

ー
マ
シ
ィ
は
在
宅
患
者
を
支
え
抜
く
覚
悟

が
あ
る
の
か
」
と
私
に
問
い
か
け
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

い
き
な
り
突
き
つ
け
ら
れ
た
「
覚
悟
」

の
有
無
。
も
ち
ろ
ん
、
私
だ
け
で
答
え
を

出
せ
る
わ
け
も
な
い
、
社
員
に
問
い
か
け

る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
得
ら
れ

た
皆
か
ら
の
答
え
は
「
覚
悟
は
あ
る
」。

満
場
一
致
だ
っ
た
。

　

そ
の
皆
の
「
覚
悟
」
が
、
現
在
の
フ
ァ

ー
マ
シ
ィ
の
礎
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。

　

当
時
、
在
宅
薬
剤
師
は
ほ
と
ん
ど
皆
無

で
道
標
も
な
い
。
在
宅
で
薬
剤
師
が
何
を

で
き
る
か
な
ん
て
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
た

め
に
「
５
０
０
０
円
も
か
か
る
薬
の
配
達

屋
」
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
な

ん
と
か
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
「
薬
剤
師

が
で
き
る
こ
と
」
を
医
療
機
関
や
介
護
事

業
所
に
説
明
し
て
ま
わ
る
毎
日
だ
っ
た
。

　

飛
び
込
み
で
訪
問
し
た
先
か
ら
、
老
人

会
で
の
出
前
講
座
を
頼
ま
れ
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
そ
こ
で
の
講
座
が
好
評
で
、
以

降
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
老
人
会
を
ま
わ

る
こ
と
に
│
│
。
中
に
は
、
私
を
指
名
し

て
何
度
も
呼
ん
で
く
れ
る
老
人
会
も
出
て

き
た
。

　

講
座
で
は
皆
さ
ん
を
和
ま
せ
る
た
め
に

疑
義
照
会
な
ど
を
例
に
挙
げ
て
「
患
者
さ

ん
と
医
師
に
挟
ま
れ
て
薬
剤
師
も
た
い
へ

ん
な
ん
で
す
よ
〜
」
な
ん
て
話
す
と
、
聴

講
者
た
ち
は
「
へ
え
〜
」
と
目
を
丸
く
す

る
。
そ
の
反
応
を
見
て
、
や
は
り
薬
剤
師

の
業
務
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と

感
じ
な
が
ら
も
、
当
時
は
そ
れ
を
ど
う
に

薬
剤
師
は
何
が
で
き
る
の
？

医
師
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
覚
悟

「
丑
年
」と
私
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次回『ターンアップ』第 5 2号は

2 0 2 1年 8月発行予定です。

『ターンアップ』は、薬剤師・医療関係の方には無料

でお送りします。ご希望の方は下記にご連絡をくださ

い。また、皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

検索株式会社ファーマシィ

〒720-0825 広島県福山市沖野上町4-13-27

株式会社ファーマシィ 『ターンアップ』担当 宛

今般『ターンアップ』を全面リニューアルした。薬剤師の可能性を掘

り起こし、世に知らしめるのが本誌の使命である。政田幹夫先生、石

川洋一先生からうかがったお話は、まさに新生『ターンアップ』にふ

さわしい内容だった。取材をお受けいただいたお二人に感謝するとと

もに、今後もこのクオリティを継続していきたい。新生『ターンアッ

プ』の船出に乾杯！ （O.Y.）

本号より担当させていただくことになりましたので、よろしくお願い

いたします。リニューアルにともない、A4判へサイズがアップしま

した。判の大きさだけでなく、内容も今まで以上に充実させてまいり

ますのでご期待ください。 （T）

新年度になってから近隣のバス会社でダイヤ改正が行われ、終車が繰

り上がっただけでなく、全体として本数もずいぶん減ってしまいまし

た。決して乗客が少ないわけではなく、不便に感じている方も多いよ

うです。 （F）
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